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１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市陶芸センター 

所 在 地 横浜市中区本牧三之谷 59-3 

構造・規模 木造平屋建て及び登り窯１棟(別棟) 

敷地・延床面積 延床面積 396 ㎡ 登り窯延床面積 60 ㎡ 

開 館 日 平成 5年 8月 

 

２ 指定管理者 

法 人 名 シンリュウ 株式会社 

所 在 地 埼玉県朝霞市上内間木 514－2 

代 表 者 小澤 忠 

設立年月日 平成 2年 4月 26 日 

指 定 期 間 平成 28 年 4 月 1日～令和 4年 3月 31 日 

 

３ 指定管理に係る業務方針 

（１） 基本的な方針  

【指定管理期間中の使命】 

横浜市陶芸センターの使命は、横浜市における作陶活動の拠点施設として、広く市民が陶芸

に親しむ機会を提供するとともに、市民の作陶技術向上の支援を行うことにより、陶芸の普

及を図ることです。加えて、陶芸を通じて、市民文化の振興及び文化芸術が持つ創造性を活

かした魅力あるまちづくりに寄与することであり、この使命を達成するため以下五つの方針

のもと運営を行います。 

①陶芸の普及と市民の作陶技術向上を支援する。 

②市民の主体的な作陶活動を支援する。 

③市内の公益的作陶活動を支援する。 

④陶芸と市民とを結びつける場とする。 

⑤情報提供及び広報・プロモーション活動。 

【業務取組の基本的な考え方】 

利用者の増加に伴い限りあるスペースを最大限に活用する努力と、安定的管理運営を大前提

とし、横浜市陶芸センターの新しいあり方として、｢陶芸文化の発信役｣をさらにすすめます。 

そのためのテーマは次のとおりです。 

 

 [ 横浜市陶芸センター ] 

令和 3年度業務計画及び収支予算 
  

 [ シンリュウ株式会社 ] 
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① 利用者へのサービスを、もっと向上する。 

② 陶芸知識の基地化を、もっと推進する。 

③ 地域に、もっと開放する。 

④ 環境を、もっと意識する。 

 

（２）令和 3年度の業務の方針及び達成目標   

【全体業務について】 

令和 3年度の業務方針は新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、一日体験教室、自律型教

室（自由作陶教室・第 2 自由作陶教室）、貸室において利用内容を充実させ、利用率の増加を目

指します。さらに、個人、陶芸教室、小中学校、特別支援学校等からの陶芸に関する質問や相談

に積極的に対応し、陶芸知識の基地化を進めます。 

感染症対策では令和 2年度より引き続き換気、検温、体調確認、消毒作業を徹底し、利用者、

スタッフが安心して利用できる体制を継続していきます。また、利用者アンケートを参考に、サ

ービスの向上や教室の内容を工夫します。陶芸の魅力を広く伝え、飽きることなく継続して作陶

を楽しめる施設を目指します。 

さらに、陶芸の専門性を活かした素早い窯業機械のメンテナンスや陶芸知識の発信を行い、質

の高い施設運営、管理を行います。 

①事業について 

 ・体験型教室、自律型教室について利用者の要望をスタッフ間で共有し、より興味を喚起する企

画を引続き計画してゆきます。 

・初めての方が気軽に体験できる一日体験教室を昨年度より増設し、陶芸人口の裾野を広げます。 

・全国の陶芸産地の粘土や釉薬を取り寄せ、横浜にいながら産地の陶芸を体験できる企画を開催

し、陶芸の魅力を発信します。 

②運営について 

・適切な施設運営のため年間 356 日の開館とし、利用者の便宜を図り利用促進に努めます。 

・貸室及び自主事業の利用者数について、年間 13,890 人を目指します。 

・自律型教室、貸室において、新規釉薬、粘土（全国陶芸産地）の期間限定利用を提供します。

また、予約限定販売により、在庫管理を徹底し適正在庫による経費削減に努めます。 

・作陶スペースや収納スペースの整理整頓による作陶環境の向上に努めます。 

・一日体験教室を土曜、日曜、祭日に開催し、講座教室の稼働率を上げる努力をします。 

・感染症対策の消毒、換気、検温を毎日実施し、利用者、スタッフが安心して利用できる施設を

目指します。 

③管理について 

・施設、設備等の適切な管理のため、修繕が必要と思われる箇所を常に洗い出し、出来る限り自

前修繕で対応しながら高額修繕に備え、事業運営に支障が出ないように努めます。 

・陶芸センター周辺の環境を常に意識し、建物及び登り窯の管理に当たります。 

・汚泥量調査を実施し、適切な汚泥管理、環境維持に努めます。 

④ その他について 

 ・日報、月間事業報告書、業務計画書、業務報告書を作成・管理するとともに、自己評価を行い、
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業務改善につながるよう努力します。 

 ・法令の遵守、個人情報保護、情報公開について、適切に対応するとともに、横浜市との連絡調

整を密にし、円滑な業務遂行を目指します。 

   

４ 業務の取組と達成指標 

（１） 事業について 

ア 陶芸の普及と市民の作陶技術向上の支援について 

[取組内容] 

①体験型教室の開催 

・一日体験教室（電動ロクロ） 

 

・一日体験教室(手びねり） 

 

 

・親子陶芸教室 

 

②自律型教室の開催 

・自由作陶教室 

・第 2自由作陶教室 

 

③気軽に陶芸を体験してもら

う取組 

 

・各種媒体を使った広報 

 

 

・在留外国人向けの英語のチ

ラシ作成 

 

・ハンディキャップのある方

が参加しやすい作陶環境改

善の検討 

 

・映像による紹介 

 

④次世代育成の取組 

・解説資料や映像による興味

喚起 

[達成指標] 

 

●□一日電動ロクロ体験を年間 14 回開催する。 

目標利用者数 140 人 

□一日手びねり体験を年間 14 回開催する。 

目標利用者数 140 人 

 

□親子陶芸教室を年間 4日開催する。目標利用者数 96 人 

 

 

●□自由作陶教室を年間 337 日開催。目標利用者数 7,414 人 

□第 2自由作陶教室を年間 49 日開催。目標利用者数 686 人 

 

●□一日作陶体験を年間 14 回開催する。（ア①再掲） 

 

 

■広報よこはま、陶芸関連書籍、フェイスブック、ヨコハマア

ートナビ、公園内の講座看板の掲示による情報発信。 

 

■一日体験・自由作陶教室・貸室について海外からの来訪者向

けに英語版のチラシを掲示する。 

 

 ■教室内の動線を確保するため、整理整頓を心がける。 

  教室通路内の段差の解消。 

 

 

■映像によるロクロ技法や施釉技法などの紹介。 

 

●■親子陶芸教室と一日体験教室受講者を対象に、焼き物に関す

る解説資料の発布等、次世代の育成に取り組む。 

■一日体験教室の開始までの待ち時間において、解説動画映像

を上映する。 
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イ 市民の主体的な作陶活動の支援について 

[取組内容] 

①専門技能習得講座として、

多くのテーマの講座を企

画・実施 

・還元焼成講座 

 

 

・大物焼成講座 

 

 

②新講座、実験的講座の開講 

 

 

 

[達成指標] 

 

 

 

●□還元焼成講座を自由教室・貸室利用者を対象に随時開催 

目標利用者数 700 人 

 

□大物焼成講座を自由教室・貸室利用者を対象に毎月開催 

目標利用者数 24 人 

 

●□自由教室・貸室利用者を対象に全国陶芸産地の釉薬、粘土、

を期間限定利用開催（釉薬、粘土に合わせた焼成方法） 

目標利用者数 350 人 

 

ウ 市内の公益的作陶活動に対する支援について 

[取組内容] 

①陶芸指導者対象の研修講座

の開催 

 

②公益的作陶活動に対する情

報提供や相談対応等、陶芸

知識の発信による基地化 

 

[達成指標] 

●□小中高校や特別支援学校等の陶芸担当指導者のための研修講

座を年 1回開催する。目標利用者数 22 人 

 

●■小中高校・特別支援学校・養護学校に対し指導者研修講座の

ほか、作陶活動に必要な情報や質問に対応し、研修や電話相談

等での陶芸知識の発信に努める。 

 

エ 陶芸と市民及び来街者を結びつける場づくりについて 

[取組内容] 

①施設の象徴としての登り窯

の活用 

 

 

 

②近隣地域と連携した取組を

行うための企画検討 

 

③施設利用促進のための広

報・宣伝活動、ホームペー

ジや紙媒体の制作の充実 

 

[達成指標] 

■登り窯を見学用施設として活用し、構造や窯詰め、焼成後の

写真などを掲示する。 

■登り窯を施設の象徴的扱いとし、印刷物、ＳＮＳ等で施設を

紹介する際、登り窯の画像も掲載する。 

 

■本牧市民公園・三溪園・八聖殿と連携してワークショップ等、

特色ある企画を検討する。 

 

■ホームペ－ジ、ＳＮＳを活用して作陶講座等の情報発信をす

る。 

■募集チラシを作成、館内に掲示する。 

■市の刊行物、タウン誌、新聞イベント情報、陶芸誌等のメデ
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④一般見学者への質問対応や

陶芸ライブラリー、映像等

による詳細な情報、電話や

ホームページ等を通じての

相談等、情報発信 

ィアへの情報提供、記事掲載を実施する。 

□ホームページ講座案内の年度切り替えのほか、新着情報欄を

随時更新し、最新の情報を案内する。 

 

■利用者に支障のないよう一般見学者を受け入れ、陶芸に関す

る質問に積極的に対応し、映像・陶芸ライブラリーによる情報

発信を行う。 

 ■電話やお問い合わせフォームで陶芸全般に関するいろいろな

質問に積極的に対応する。  

オ 陶芸センターに関する情報提供及び広報・プロモーション 

[取組内容] 

①Web サイトによる施設案内 

 

 

 

 

②陶芸関係のサイト等を活用

した広報 

 

 

③陶芸センターの知名度アッ 

 プ 

 

 

④外国の方向けの情報発信方

法の検討 

 

[達成指標] 

■web サイトに講座スケジュールを掲載するほか、陶芸関係の

web サイトにリンクを貼れるよう積極的に調整する。 

■ホームページ上のギャラリーを充実させ、作陶動画や、画像

をアップする。 

 

■陶芸ネットコムなど関連のサイトのほか、無料の全国規模の

習い事サイトなどにも情報を提供する。 

 ■フェイスブックによる陶芸関連サイトとの情報の共有。 

 

■フェイスブック、ホームページによる陶芸センタ－の情報を

発信する。 

 ■メディア関係の取材・撮影には積極的に対応する。 

 

■近隣に在住している外国人を対象に、英語で受講できる自由

作陶教室が、年間を通して開講していることを周知する。 

 

（２）施設運営について 

ア 作陶活動のための施設の提供について 

[取組内容] 

①適切な施設開館及び施設の

貸出  

 

 

 

 

 

②公園条例に基づいた利用料

金の徴収  

[達成指標] 

□開館について 

開館日数 356 日 

開館時間 9 時～17 時 

□休館日 9日（休館日：清掃・空調機点検 2日、電気点検 1日、

年末年始 6日） 

■開館時間、休館日については、館内掲示やホームページ等で

周知を図る。 

■利用料金について 
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③各種講座・新規利用者・貸

室の利用率増加のための工

夫  

 午前 午後 一日 

陶芸成形室 500 円 500 円 1000 円 

□焼成料(酸化焼成)は、焼成前の粘土 100ｇまでごとに 150 円 

 

■新規利用者及び長期利用者が継続して作陶を楽しめるよう

に、釉薬、粘土、焼成方法など工夫する。 

 □目標利用者数：5,392 人 

 

イ 利用者ニーズの把握及び利用者サービスの向上、アイデアノウハウの一層の活用 

[取組内容] 

①アンケートを活用した利用

者サービスと利用促進 

 

②利用者への配慮をしながら

可能な限り施設見学の受け

入れ  

 

③施設スペースの有効利用方

法等の検討  

[達成指標] 

■すべての講座の利用者に対し、アンケートを実施し、満足度及

び利用者ニーズ等を把握し、今後の運営に反映させる。 

 

■利用者に支障のない範囲で「一般見学者の団体」も受け入れる。 

  

 

 

■講座教室内の整理整頓と陶芸材料の計画仕入 

 ■ロッカールームスペースの活用の検討 

 ■不良在庫等の廃棄等による収納スペースの確保 

 ■防災用品保管スペース拡張の検討 

 

ウ 組織的な施設運営について 

[取組内容] 

①適切な運営組織体制と人材

の配置  

 

 

 

 

 

 

 

 

②適切かつ効果的な勤務体制

の確立 

 

 

 

[達成指標] 

■人材の配置について 

項目 人数 備考 

センター長 1 人 運営全体総括者 

所長 1 人 事業・運営・管理業務責任者   

個人情報管理責任者兼務 

副所長 1 人 緊急時所長代行・講師・事務総括 

事務員 4 人 ローテーション勤務 

講師 10 人 ローテーション勤務 

貸室アドバイザ

ー・助手 

6 人 一部講師、助手兼務、ローテーショ

ン勤務 

■勤務体制について 

 センター長は月 3日、所長、副所長は週 5日の勤務体制。 

事務員、講師、貸室アドバイザー、助手をローテーション勤務体

制とし、講座運営に支障のないようにする。 

職務分担表の作成、徹底により、効率的な業務遂行を行う。 
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エ 個人情報保護等、本市の重要施策を踏まえた取組 

[取組内容] 

①個人情報保護・情報公開、

人権尊重、環境への配慮、

市内中小企業優先発注等の

取組の実施 

 

 

 

[達成指標] 

■法令、条例及び規則を遵守し、利用者の個人情報の取り扱いを

適正に行い、事故のないように努める。 

■マイナンバーの個人情報漏えい防止の為、組織的・人的・物理

的・技術的安全管理処置を講じる 

■横浜市の障害者差別解消法の指針に従い差別解消を推進する。 

 ■情報公開規程にのっとり、情報開示請求等に対し、適切に対応

する。 

■人権の尊重について、職員に対し人権に関する研修を年 1回実

施する。 

■管理・運営上の近隣への迷惑行為には充分留意し、対策を講じ

る。 

 ■横浜市中小企業振興基本条例を批准し、物品及び修繕などの優

先発注に努める。 

 

（３）施設管理について 

ア 施設及び設備の維持保全及び管理、公園管理  

[取組内容] 

①施設の安全・安心・快適環

境維持と長寿命化対応の実

施  

 

 

②保守点検、備品管理、環境

維持の実施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③公園の管理区域内の環境維

持、公園管理者との連絡調

整  

[達成指標] 

□毎日の清掃業務と年２回の定期清掃を行う。 

 ■管理標準チェックリストによる記録と快適環境維持 

 ■施設設備の日常点検と、早めの自前小破修繕による高額修繕費

支出の回避。 

 

□空調機器定期保守点検を年２回行う。 

□給排水設備点検を随時行う。 

□電気設備簡易点検を毎月、全体定期電気点検を年１回行う。 

□ガス設備点検を毎月行う。 

□消防設備点検を年２回行う。 

□窯業機器・機械の機能点検を毎月、保守点検を年１回実施する。 

■粘土や釉薬を直接下水に流さず、下洗い箱を設け一度沈殿させ

たうえ、上水だけを流すよう毎日の作業として徹底する。 

□排水溝、桝の掃除を年２回実施し、汚泥量を引き続き記録する

とともに、適切に汚泥処理をする。 

 

■建物周辺の美観維持のため、草刈・屋根の松葉清掃・草刈等適

宣手入れをする。 

■本牧市民公園と、電気点検・工事・修繕他による車両の出入り

の連絡調整をする。 
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イ 小破修繕の着実な実行について  

[取組内容] 

①小破修繕の取組 

 

 

 

[達成指標] 

■毎日の見回り点検により、早めの直営修繕を行い、高額修繕に

至らない様、適切な維持管理を行う。 

 ■修繕用交換部品をメーカーから直接購入し、自前修繕による工

賃・修繕費のコスト削減を図る。 

 

ウ 事故予防及び緊急時の対応  

[取組内容] 

①事故防止体制・防犯、緊急

時の対応・感染症対策等衛

生管理の実施 

[達成指標] 

□事故発生に備え緊急連絡網を整備し、横浜市へ現場対応・状況

を報告する。AED の操作研修を年２回行う。 

■陶芸センターの警備業務一覧（巡回警備・非常事態発生時の処

置等）をスタッフ全員での共通業務として認識し行動する。 

 ■日常の見回り点検や、スタッフ、利用者からの危険箇所の指摘

を事故防止体制に活かす。 

 ■感染症対策として、陶芸道具類の消毒とアルコール設置による

除菌対策、換気、検温を毎日実施。感染症対策消毒作業はマニュ

アル化し、スタッフ全員で共有する。 

■デング熱・ジカ熱の蚊対策として水溜りを除去するほか、野鳥

の死骸発見時には保健所と横浜市への通報・連絡を徹底する。 

■施設の保安警備業務は警備会社に委託し、24 時間警備を行う。 

 

エ  防災に対する取組  

[取組内容] 

①日常の取組、危機管理マニ

ュアルの整備、防火・防災

の取組、災害備蓄等の実施 

[達成指標] 

■災害対策マニュアルを整備し、災害防災等に備え災害時には横

浜市との迅速な現状報告が行える体制を整える。 

 □スタッフ、利用者も含めた防災避難訓練を年２回実施し、避難

ル－トなどについての再確認を徹底する。 

■陶芸窯の焼成について、スタッフの安全教育、防火管理を徹底

する。 

□災害備蓄品の消費期限を確認し年２回飲料水、食品、防災用品

等の更新を行う。 

 

オ その他管理に関する事項  

[取組内容] 

①廃棄物の抑制と適正な処理 

[達成指標] 

■使用済み粘土、削りかす粘土、分別回収箱を設けるなど、毎

日適切に管理する。 
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■廃棄物を最小限に抑える努力をし、再生できない土石類は産

廃としてル－ト回収にて廃棄、管理状況を月１回チェックする。 

 

 

（４）収支について 

ア  適切な収支構造及び収支バランス  

[取組内容] 

①適切な収支構造及び収支バ

ランス  

 

 

 

[達成指標] 

■収益の改善と固定経費の抑制努力 

 ■陶芸材料の在庫管理と計画仕入れの努力 

 ■粘土の予約販売を実施し、不良在庫を置かない 

 ■突然の高額修繕に備えた、日常点検による劣化箇所の把握 

 ■利用増加が見込まれる新規講座の企画 

 ■四半期表による収支の予測 

 

イ 指定管理料のみに依存しない収支構造の検討について 

[取組内容] 

①指定管理料のみに依存しな

い収入確保の取組 

[達成指標] 

■自主事業の受講者を効率的に獲得し受講率を高めることによ

り、事業収入の増収を図る。 

 ■興味を喚起する新規講座を企画検討し、利用料増収を図る。 

 ■期間限定の新規釉薬、粘土を導入し、利用料増収を図る。 

 

ウ 経費削減及び効率的運営努力について 

[取組内容] 

①経費削減等効果的運営の取

組 

[達成指標] 

■消耗品、事務用品の節約による事務経費の削減に努める。 

利用者からの寄贈による古新聞・古布・紙袋等を再利用する。 

■不用になった陶芸関係書籍の寄贈を積極的に受け入れる。 

 ■陶芸材料の輸送コスト削減の為、販売元から直接購入し、利用

者への納期短縮と輸送コストの削減を図る。 

 ■灯油窯用燃料は直接購入し経費削減を図る。 

■教室運営にかかわる備品修理や窯業機械の修繕について出来

る範囲のものは職員の自前作業により経費抑制を図る。 

■窯業機械の毎月の機能点検により高額修繕に備える。 

 

（５）ＰＤＣＡサイクルの確実な運用  

ア 日報及び月間事業報告書の作成・管理について 

[取組内容] 

①日報、月間事業報告書の作

成と管理 

[達成指標] 

■日報、月間事業報告書を作成・管理する。 

■日常業務の中でＰＤＣＡサイクルを推進することにより、短い

サイクルでの早い対応ができるよう、努力する。 
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イ 業務計画書及び業務報告書の作成・管理について 

[取組内容] 

①業務計画書、業務報告書の

作成と管理 

[達成指標] 

■業務計画書及び業務報告書について、定められた様式に沿って

作成、管理を行う。 

 

ウ－１ 業務評価（モニタリングの実施）について 

[取組内容] 

①モニタリングの実施による

業務評価 

[達成指標] 

■モニタリングにおいて、利用状況、施設管理状況、問い合わせ・

苦情等、毎月の管理運営状況について報告する。 

 

ウ－２ 業務評価（自己評価の実施）について 

[取組内容] 

①自己評価の実施による業務

評価 

[達成指標] 

■業務実績及び利用者の満足度や意見を基に、自己評価を行い、

以降の業務改善につながるよう努める。 

 

ウ－３ 業務評価（第三者による評価の実施）について  

[取組内容] 

①第三者評価の実施による業

務評価 

[達成指標] 

■業務評価にあたり、外部評価委員会による第三者評価が実施さ

れる場合は、横浜市の指示に従い対処する。 

 

（６）その他について  

ア 保険及び損害賠償の取り扱いについて 

[取組内容] 

①保険の加入と損害賠償への

対応 

[達成指標] 

■賠償責任保険、動産総合保険、レジャー・サービス費用保険に

加入し、契約書および保険証書の写しを市に提出する。 

 

イ 関係法令の順守   

[取組内容] 

①法令の遵守と個人情報保護

への取組 

②マイナンバー制度への取組 

[達成指標] 

■法令、条例及び規則を遵守し、利用者の個人情報の取り扱いを

適正に行い、事故のないように努める。 

■マイナンバーの個人情報漏えい防止の為、組織的・人的・物理

的・技術的安全管理処置を講じる。 

 

ウ 市及び関係機関等との連絡調整   

[取組内容] 

①市及び関係機関との連絡調 

 整 

 

[達成指標] 

■月次モニタリングにて業務の報告、確認を行うが、重要な案件、

緊急な案件については、随時市に報告・協議し、円滑な業務遂行

を目指す。 
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エ その他   

[取組内容] 

①情報公開への積極的取組 

 

 

[達成指標] 

■情報公開規程にのっとり、情報開示請求等に対し、適切に対応

する。 

■施設運営情報等をホームページで公開していく。 

 



（指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

19,061,000 19,061,000 19,061,000 横浜市より
4,200,000 4,200,000 4,200,000 貸室利用料・貸室焼成費

0 0

18,750,000 △ 4,204,000 14,546,000 14,546,000 自主事業講座料・自主事業焼成費、教室・貸室粘土代

650,000 80,000 730,000 0 730,000

印刷代 6,000 6,000 6,000 コピ－代金

⾃動販売機⼿数料 147,000 △ 17,000 130,000 130,000 自動販売機手数料

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0

その他 497,000 97,000 594,000 594,000 受取利息・陶芸材料売上・古紙ﾙ-ﾄ収入・雑収入

42,661,000 △ 4,124,000 38,537,000 0 38,537,000

⽀出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,820,000 3,247,000 15,067,000 0 15,067,000

10,170,000 3,160,000 13,330,000 13,330,000

930,000 307,000 1,237,000 1,237,000 社会保険・雇用保険

700,000 △ 290,000 410,000 410,000 通勤費

20,000 70,000 90,000 90,000 健康診断費（協会健保）・香典、見舞金他

0 0 0

0 0 0

3,614,640 △ 292,000 3,322,640 0 3,322,640

30,000 30,000 30,000 交通費、駐車料金

200,000 100,000 300,000 300,000 ｶﾞﾑﾃ-ﾌﾟ・ﾗﾐﾈ-ﾄﾌｲﾙﾑ・ﾎﾟﾘ袋・ﾚｼﾞﾛ-ﾙ・鉛筆・ﾌｧｸｽ用紙他・フアイルケ－
ス等50,000 △ 40,000 10,000 10,000 全体会議賄費他

861,000 △ 261,000 600,000 600,000 講座ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・ﾁﾗｼ・案内ﾊｶﾞｷ・広告宣伝費

500,000 △ 150,000 350,000 350,000 電話料金・ﾒ-ﾙ便・郵便料金・切手・ﾊｶﾞｷ代金・ＤＭ送料

500,000 △ 97,000 403,000 0 403,000

横浜市への⽀払分 100,000 80,000 180,000 180,000 ごみゼロル－ト回収費・目的外使用料（自動販売機・小道具ｼｮ-ｹ-ｽ）

その他 400,000 △ 177,000 223,000 223,000 駐車場契約料・穴窯利用料

500,000 500,000 500,000 収納ストッカ－・ﾊﾟｿｺﾝ部品・換気扇、防災用品

70,000 △ 50,000 20,000 20,000 陶芸ライブラリ－用陶芸図書購入費

13,640 46,000 59,640 59,640 施設管理者賠償責任保健・動産総合保険・レジャ－サ－ビス費用保健

20,000 20,000 20,000 各種法令ﾃｷｽﾄ代・陶芸教材用ﾃｷｽﾄ代

50,000 50,000 50,000 銀行支払い振り込み手数料

600,000 △ 110,000 490,000 490,000 電動ロクロ・小型電機窯・コピ－機リース料

220,000 270,000 490,000 490,000 ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞﾄﾞﾒｲﾝ管理・ｻ-ﾊﾞ-使用料・会計ｿﾌﾄｻﾎﾟ-ﾄ料

0 0 0 必要に応じて支出

18,750,000 △ 5,050,000 13,700,000 0 13,700,000

0 0 0

18,750,000 △ 5,050,000 13,700,000 13,700,000 陶芸材料仕入れ・業務委託料

5,051,110 △ 234,000 4,817,110 0 4,817,110

1,980,000 △ 350,000 1,630,000 0 1,630,000

電気料⾦ 1,100,000 1,100,000 1,100,000 三相・200Ｖ、単相・100Ｖ電気料金

ガス料⾦・灯油料⾦ 380,000 △ 200,000 180,000 180,000 ﾌﾟﾛﾊﾟﾝガス・灯油窯用灯油代金

⽔道料⾦ 500,000 △ 150,000 350,000 350,000 上下水道料金

2,150,000 △ 60,000 2,090,000 2,090,000 日常清掃（毎日）・定期清掃（年２回）

200,000 200,000 200,000 ＬＥＤ取り付け・水道トイレ関連部品・電動ロクロ部品代・電気配線部品他

390,000 390,000 390,000 開館時以外常時機械警備（365日）

331,110 176,000 507,110 0 507,110

空調衛⽣設備保守 210,000 210,000 210,000 定期保守点検（年２回）・室内送風機洗浄他

消防設備保守 10,000 80,000 90,000 90,000 消防設備点検（年２回）

電気設備保守 102,600 37,400 140,000 140,000 電気炉他保守点検（年１回）電気設備取付・保守

害⾍駆除清掃保守 2,000 3,110 5,110 5,110 スズメ蜂・蚊用殺虫剤・蚊取り線香

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 6,510 55,490 62,000 62,000 松葉清掃及び排水汚泥収納廃棄用袋、コロナ対策消毒液費他

0 0 0 必要に応じて支出

2,500,250 △ 1,200,000 1,300,250 0 1,300,250

0 0 0 事業所床面積と従業者数が標準に満たないため

2,500,000 △ 1,200,000 1,300,000 1,300,000 実績に基づく試算

0 0 0 実績に基づく試算

250 250 250 受取利息からの納税分（国税）

500,000 △ 170,000 330,000 0 330,000

90,000 90,000 90,000 本社労務管理費等

410,000 △ 170,000 240,000 240,000 各種備品他・事務用品費

0 0 0

42,236,000 △ 3,699,000 38,537,000 0 38,537,000

425,000 △ 425,000 0 0 0

0

0

0 0

0 陶芸用小道具売上・自動販売機売上手数料

0 陶芸材料支払い分・賃借料・ゴミゼロル-ト回収費

0

令和3年度 「横浜市陶芸センタ－」 収⽀予算書及び報告書

科⽬

指定管理料
利⽤料⾦収⼊
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）収⼊
⾃主事業収⼊
雑⼊

収⼊合計

科⽬

⼈件費
給与・賃⾦
社会保険料
通勤⼿当
健康診断費・福利厚⽣
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費

⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

リース料
振込⼿数料

地域協⼒費
事業費
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）費

⾃主事業費
管理費
光熱⽔費

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（     ）

事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

管理許可・⽬的外使⽤許可収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可収⽀

ニーズ対応費
⽀出合計

差引

⾃主事業費収⼊
⾃主事業費⽀出
⾃主事業収⽀


